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14. 野崎乃鼓、山本真由、月山 淑：終末期患者が外泊を体験したことで死の受容過程を進む
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Ⅴ−4 研修会・セミナー・その他 

【Changing Practice of Anesthesia 2017 （和歌山市）】 2017.3.25 

1. 栗山俊之：がん性痛のマネジメント  痛みの原因に応じた 薬物療法・非薬物療法・神経

ブロックの使い分け． 

2. 谷奥 匡：第 55回麻酔科専門医口頭試問解説[脳血管疾患、冠動脈疾患合併症例]．  

3. 平井亜葵：第 55回麻酔科専門医口頭試問解説[小児気道異物]．  

4. 吉田朱里、川股知之：腫瘍増殖に対する知覚神経の関与．  
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5. 黒﨑弘倫：硬膜外術後鎮痛におけるモルヒネとフェンタニルの比較．  

6. 山﨑亮典：自動間歇的投与法を用いた胸部傍脊椎ブロックの肺切除術に対する鎮痛効果．  

7. 吉田朱里：心拍出量測定法の比較  血管収縮薬投与後の追従性に関する前向き観察研究．  
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8. 栗山俊之：婦人科手術患者に対するオランザピンによる嘔吐・嘔気抑制効果に関するプラ

セボ対照無作為化比較試験．  

9. 中田亮子：肺悪性腫瘍手術および膝関節置換術後の遷延性術後痛前向き調査． 

10. 藤井啓介：頸椎手術術後の肩の痛みについて．  

11. 吉田朱里：心拍出量測定法の比較  血管収縮薬投与後の追従性についての前向き介入研究

に関するパイロット試験．  



12. 吉田朱里：当院の off-pump CABG における同種血輸血施行の背景因子に関する後ろ向き観

察研究．  

13. 江尻加名子：日本 ACLS 協会 BLSプロバイダーコース（紀の川市）2017.1.21 

14. 江尻加名子：日本 ACLS 協会 BLSプロバイダーコース（和歌山市）2017.4.16 

15. 江尻加名子：日本 ACLS 協会 BLSプロバイダーコース（大阪市）2017.6.18 

16. 江尻加名子：硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔．和歌山県立医科大学手術室勉強会（和歌山

市）2017.7.12 

17. 江尻加名子：日本 ACLS 協会 ACLSプロバイダーコース（和歌山市）2017.8.19-20 

18. 江尻加名子：日本 ACLS 協会 BLSプロバイダーコース（和歌山市）2017.8.27 

19. 大岡卓司：苦痛のスクリーニングとその結果に応じた症状緩和．和歌山県においてがん診

療に携わる医師および医師以外の医療従事者に対する緩和ケア研修会（紀の川市）

2017.9.17 

20. 小川幸志：専門的緩和ケア-神経ブロック．平成 28 年度和歌山県においてがん診療に携わ

る医師および医師以外の医療従事者に対する緩和ケア研修会（和歌山市）2017.2.11 

21. 川股知之：痛みは歪む−麻酔科医とペインクリニック−．和歌山外科部会総会学術講演会（和

歌山市）2017.10.7 

22. 川股知之：慢性痛とその治療の方向性．持田製薬社員勉強会（和歌山市）2017.11.15 

23. 栗山俊之：精神症状に対する緩和ケアについて, がん緩和ケアにおけるコミュニケーショ

ン．緩和ケア研修会（和歌山市）2017.1.9 

24. 栗山俊之：緩和ケア概論, 苦痛のスクリーニングとその結果に応じた症状緩和, 神経ブロ

ック．緩和ケア研修会（和歌山市）2017.3.18 

25. 栗山俊之：がん性疼痛についてのワークショップ, 倦怠感, 神経ブロック．緩和ケア研修

会（和歌山市）2017.8.26-27 

26. 栗山俊之：緩和ケアに用いる薬剤について．那賀薬剤師会勉強会（和歌山市）2017.10.12 

27. 栗山俊之：和歌山県で取り組む緩和ケアについて考えよう, 自施設で取り組む緩和ケアに

ついて考えよう．きのくに緩和ケア PDCA フォーラムプログラム（和歌山市）2017.10.28 

28. 栗山俊之：精神症状に対する緩和ケアについて, がん緩和ケアにおけるコミュニケーショ

ン．緩和ケア研修会（和歌山市）2017.11.19 

29. 黒﨑弘倫：手術中の麻酔管理．和歌山県立医科大学手術室勉強会（和歌山市）2017.6.7 

30. 北詰かや：術後鎮痛．新宮市立医療センター5階西病棟勉強会（新宮市）2017.7.28 

31. 北詰かや：患者の視点を取り入れた全人的ケア．平成 29年度和歌山県がん医療に携わる医

師・医師以外の医療従事者に対する緩和ケア研修会（新宮市立医療センター主催）（新宮

市）2017.11.25-26 



32. 北詰かや：苦痛のスクリーニングとその結果に応じた症状緩和．平成 29年度和歌山県がん

医療に携わる医師・医師以外の医療従事者に対する緩和ケア研修会（新宮市立医療センタ

ー主催）（新宮市）2017.11.25-26 

33. 北詰かや：がん疼痛の機序、評価および WHO方式のがん疼痛治療法を基本とした疼痛緩和

に関わる治療計画などを含む具体的なマネジメント方法について．平成 29年度和歌山県が

ん医療に携わる医師・医師以外の医療従事者に対する緩和ケア研修会（新宮市立医療セン

ター主催）（新宮市）2017.11.25-26 

34. 北詰かや：がん性疼痛についてのワークショップ．平成 29年度和歌山県がん医療に携わる

医師・医師以外の医療従事者に対する緩和ケア研修会（新宮市立医療センター主催）（新

宮市）2017.11.25-26 

35. 古梅 香：気道確保．和歌山県立医科大学初期研修医勉強会（和歌山市）2017.4.14 

36. 田添 舞：挿管について．和歌山県立医科大学初期研修医勉強会（和歌山市）2017.9.13 

37. 月山 淑：疼痛マネジメント−最近のトピックス（在宅も含めて）−．第 16回藤田緩和ケア

セミナー（愛知豊明地域連携ネットワーク第 22回勉強会）（豊明市）2017.9.28 

38. 月山 淑：緩和ケアの基礎から応用まで．橋本緩和ケア講演会（橋本市）2017.10.18 

39. 月山 淑：医療の現場における「死」とは．高野山大学特別講義「空海の思想入門」（高

野町）2017.10.30 

40. 月山 淑：緩和ケア病棟ってどんなことをしてるの？～痛みの治療とお家に帰るために～．

医療連携セミナー（和歌山市）2017.11.11 

41. 月山 淑：がんと診断された時からの緩和ケア．がん専門医療人材（がんプロフェッショ

ナル）養成プラン市民公開講座「これからどうなる和歌山のがん医療」（和歌山市）

2017.12.10 

42. 羽場政法：日本 ACLS協会 BLSプロバイダーコース（紀の川市）2017.1.21 

43. 羽場政法：日赤研修医セミナー 超音波ガイド下中心静脈穿刺ハンズオン（和歌山市）

2017.2.15 

44. 羽場政法：日本 ACLS協会 BLSプロバイダーコース（紀の川市）2017.2.25 

45. 羽場政法：第 21回鎮静指導者養成コース（出雲市）2017.3.18 

46. 羽場政法：第 68回鎮静実践セミナー（出雲市）2017.3.18 

47. 羽場政法：Chanpan-Wakayama 2017 ハンズオンセミナー（和歌山市）2017.3.25 

48. 羽場政法：日本 ACLS協会 BLSプロバイダーコース（和歌山市）2017.4.16 

49. 羽場政法：日本 ACLS協会 BLSプロバイダーコース（大阪市）2017.6.18 

50. 羽場政法：第 70回鎮静実践セミナー 第 28回日本臨床モニター学会（東京）2017.6.25 

51. 羽場政法：第 72回鎮静実践セミナー（秋田市）2017.8.2 



52. 羽場政法：第 103回 DAM 実践セミナー（秋田市）2017.8.3 

53. 羽場政法：日本 ACLS協会 ACLSプロバイダーコース（和歌山市）2017.8.19-20 

54. 羽場政法：日本 ACLS協会 BLSプロバイダーコース（和歌山市）2017.8.27 

55. 羽場政法：日高総合病院医療安全研修会 患者確認について（御坊市）2017.8.28 

56. 羽場政法：日高総合病院 医局会 患者確認導入方法説明会（御坊市）2017.9.13 

57. 羽場政法：DAMワークショップ 日本臨床麻酔学会（東京）2017.11.4 

58. 羽場政法：気道管理ワークショップ 第 1回気道管理学会学術集会（東京）2017.11.5 

59. 羽場政法：シミュレーションアカデミー 和歌山麻酔塾（和歌山市）2017.11.11 

60. 羽場政法：第 163回 CVC 実践セミナー（高槻市）2017.12.16 

61. 羽場政法：第 74回鎮静実践セミナー（高槻市）2017.12.16 

62. 羽場政法：第 106回 DAM 実践セミナー（高槻市）2017.12.17 

63. 平野勇生：患者の視点を取り入れた全人的ケア、苦痛のスクリーニングとその結果に応じ

た症状緩和、専門的な疼痛治療、がん性疼痛についてのワークショップ、身体症状に対す

る緩和ケア、在宅における緩和ケア．南和歌山医療センター緩和ケア研修会（田辺市）

2017.6.3-4 

64. 平野勇生：オピオイド鎮痛薬 ～処方の現場から～．久光製薬株式会社社員研修会（田辺

市）2017.12.21 

65. 水本一弘：医療の安全を確保するには; 医療事故調査制度の概要/留意点を中心に．済生会

和歌山病院院内医療安全研修会（和歌山市）2017.3.21 

66. 水本一弘：ペインクリニック総論 薬物療法を中心に．持田製薬社内研修会（和歌山市）

2017.4.11 

67. 水本一弘：医療安全から観た周術期管理．周術期管理セミナー in 和歌山（和歌山市）

2017.5.12 

68. 水本一弘：医療事故調査制度への対応-解剖・死亡時画像診断の重要性-．和歌山労災病院

院内医療安全研修会（和歌山市）2017.6.27 

69. 水本一弘：未承認新規医薬品等を用いた医療提供の適否決定のありかた．平成 29年度近畿

管内特定機能病院連絡会議（大阪市）2017.7.14 

70. 水本一弘：困難気道管理 Difficult Airway Management．第 105 回 DAM実践セミナー（熊

本市）2017.7.29 

71. 山﨑亮典：手術手技向上研修（遺体セミナー） 東北大学（仙台市）2017.3.13-14 

72. 山﨑亮典：超音波ガイド下末梢神経ブロックハンズオンワークショップ（名古屋市）

2017.4.14-15 

73. 山﨑亮典：Echo Poc ハンズオンセミナー（大阪市）2017.7.9 



74. 山﨑亮典：超音波ガイド下末梢神経ブロックハンズオンワークショップ（東京）2017.11.3-5 

75. 吉田朱里：導入・抜管．和歌山県立医科大学手術室勉強会（和歌山市）2017.5.31 

76. 吉田朱里：第 151回 CVC 実践セミナー（高槻市）2017.8.5 

77. 吉田朱里：第 71回鎮静実践セミナー（高槻市）2017.8.5 

78. 吉田朱里：第 101回 DAM 実践セミナー（高槻市）2017.8.6 

79. 吉田朱里：日本 ACLS協会 ACLSプロバイダーコース（BLS）（和歌山市）2017.8.19 

80. 吉田朱里：日本 ACLS協会 BLSプロバイダーコース（和歌山市）2017.8.27 

81. 吉田朱里：第 74回鎮静実践セミナー（高槻市）2017.12.16 

82. 吉田朱里：第 106回 DAM 実践セミナー（高槻市）2017.12.17 

83. 吉村聖子：ペインクリニック領域．緩和ケア講習会（和歌山市）2017.11.3-4 

 

Ⅵ 科研費交付状況 

1. 川股知之．平成 29年度日本学術振興会科学研究費「基盤研究 B」 

抗がん作用を併せ持つ画期的な鎮痛法の開発－正に電化した局所麻酔薬を用いて－ 

2. 樋口美沙子．平成 29年度日本学術振興会科学研究費「若手研究 B」 

青色光対光反射による術後せん妄の予測と評価 

 


